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『キラリと光る励徳っ子』 文責 永田 功臣

小体連陸上記録会に向けて！ ★はらから★ ～キラリと光るために～

今週から５・６年生は放課後の時間を使って、小体 「礼トーク」には、言葉

連陸上記録会に向けて、それぞれの出場種目の強化練 で相手に気持ちを伝えると

習に取り組んでいます。しかし、これまで残暑が厳し いう意味を込めています。

く、運動会以降は、な ぜひ、それぞれの優しい気

かなか外で走る機会も 持ちをみんなに伝えてくだ

少なく、走力も落ちて さい。言葉が出なくてもい

いるので、朝の時間等 いんです。笑顔だったり、

も使って体を慣らすと 手を差し伸べたり、となり

ころから始めています。 に座るだけでも相手は元気

また、昨年と同様に になります。ワクワクタイ

砥用中学校から樹本校長先生に来ていただいて、体育 ム等を使って、みんなを元

の時間にリレーのバトンパス等の指導をしていただき 気にする「すてきな言葉」をたくさん集めましょう。

ました。

小学校の部活動が廃

止になって５年目にな 先週５日（木）に宇城科学展に審査員として参加し

りますが、学校として ました。本校からも下のような研究物を出品し、よく

他校と競技するのは、 まとめられていましたが、残念ながら特選には選ばれ

この陸上記録会のみで ませんでした。特選に選ばれたものを見てみると、「時

す。『励徳プライド』 間をかけて継続的に調べている」「データをたくさん

というスローガンを今 とり、表やグラフにして考察している」「野帳や実験

年度も掲げています。 装置を自作し残している」という共通点がありました。

他校と切磋琢磨しなが 研究物とまではいかなくても、このコーナーで紹介

ら、走力だけでなく励 しているように、生活や自然の中から疑問を見つけ出

徳小らしさを発揮して すこと、そして科学的に調べる手法を少しでも理解し

自信をつけてくれれば てくれればと思います。

と思います。 科学展と同時に発明工夫展も行われています。生活

に活かせるちょっとしたアイディアが浮かんだらメモ

を取って蓄えておき、ぜひ出展してみてください。

先週４日（水）に２年生の研究授業が行われました。

国語の「絵を見てお話を書こう」という内容で、前後 ○梅干しのすっぱさは変わるの？ ３・４年生

の場面の絵をもとに話がつながるような場面を考える ○よくしみこむのはどんな紙？ ３・４年生

という授業でした。絵を ○色と温度の関係 杉本 月鈴

よく観察して、「川を渡 ○どんなものでも凍るのか？ 黒田 那月

る」アイディアがたくさ

ん出されました。 ちなみに、特選に選ばれた研究物は下記の通り展示

言語化することも大切 されます。宇城の科学展のレベルは高いので、これか

ですが、私は、自分なり らの研究やまとめ方の参考になると思います。ぜひ、

の独創的な考えを持つことを大切にしています。その 行ってみてください。

ためには、読書等でイメージする力をつけることが必 期日：１１月２１日（火）～１１月２６日（日）

要です。「読書の秋」に本をたくさん読みましょう。 会場：不知火美術館（宇城小中学校絵画展と同時に）

ま とく れい こう 花壇の花がいつもきれいです

想像力 ～２年生の国語の授業を参観して～


